家庭礼拝　2010年11月10日　使徒言行録第28章　最期の地、ローマ
　賛美歌5４０　主イエスにより　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP１６９（８）　おおみ神をほめまつれ
起

長い間、学んできた使徒言行録も今日で最後となります。パウロは最期の地ローマに至ります。でもこの使徒言行録の最後は、なんとなく中途半端に終わっているような気がします。最後は、このようになっています。30節です
使 28:30　パウロは、自費で借りた家に丸二年間住んで、訪問する者はだれかれとなく歓迎し、
使 28:31　全く自由に何の妨げもなく、神の国を宣べ伝え、主イエス・キリストについて教え続けた。
主イエスキリストについて教え続けた。と言う言葉で終わっていますが、何かまだまだこの後の続きがありそうな感じがします。ルカはこの使徒言行録をここで終わりました。ルカの使徒言行録を書く目的はここで終わったのです。パウロ自身はこのローマで死ぬのですが、このパウロのあとを継ぐのは、その後の多くの信仰者です。そして私達もまた、この使徒言行録を読むだけではなく、それぞれの使徒言行録を書き続けるものなのです。パウロは、全く自由に、何の妨げも無く、神の国を述べ伝えたとかかれています。ですが、比較的自由ではありますが、ここは牢屋なのです。一人の兵隊が監視として付いています。ですが、全く自由に、何の妨げも無く宣教し続けたのです。これがパウロの最後までの姿勢でした。
　さて、話は前回の続きに戻って、遭難に有ったパウロたちは、マルタ島まで来ていて、そこで助かりました。もう10月も末だと思います。寒くなっていました。島民たちは皆親切にしてくれました。雨が降っており、寒かったので、島民たちは焚き火を炊いてもてなしてくれました。パウロも島民と一緒になって働きました。枯れ枝を集めて火にくべていたのです。すると、一匹の蝮が熱気のために出て来て、その手に絡みついた。と書かれています。すると、住民はこう思いました。4節です。
使 28:4　住民は彼の手にぶら下がっているこの生き物を見て、互いに言った。「この人はきっと人殺しにちがいない。海では助かったが、『正義の女神』はこの人を生かしておかないのだ。」
私たちは、悪いことが起こると、この人は悪い人だから、こうなのだと思い、良いことが起こると、この人は良い人だからなのだと思ってしまいます。本当のことを見ようと思わないで、簡単に公式に当てはめて結論を出し、安心してしまうのです。自分で納得して、それ以上考えまいとするのです。簡単に結論を出してしまうと言うのが、人間の成長にとって、どれだけ弊害があるかを思います。結論を出さないで、ありのままを見ようとすれば、私たちはそのことについてもっともっといろいろ知ることが出来、考えまた、観察することが出来るのです。住民は、パウロがマムシにかまれたと思って、この人はきっと人殺しに違いない。悪い人は結局、正義の女神によって、死ぬ運命なのだと思ったのです。ところが、パウロに何の変化も現れず、期待していたように死ぬことも無いと、今度は考えを変えて、死ぬはずの人が死ななかったから、この人は神様だ。と、またもや簡単に結論付けてしまいます。この様に、あの人は悪い人だ、この人は良い人だ、と結論付けると、何か自分が良く知っている人のような気分を味わいますが、本当はその反対なのです。そのように簡単に結論付け、決め付ける人は、考える力のない人、ありのままを見ようとする、粘り強い力のない人なのです。決め付けないで、ただありのままを見る、これが信仰においても、私達の生活においてもとても大切なことだと思います。私達が成長していく上で、相互の理解のうえでとても大切なことだと思います。
　島では、島の長官、プブリウスと言う人が、手厚くもてなしてくれました。そのとき、その人の父親が、熱と下痢で床に伏せていたので、パウロはその家へ行って祈り、手を置いて癒しました。それを聞いて、島民たちは、パウロ達のところに病人を連れてきて、癒してもらいました。このときルカも一緒だったので、医者のルカも、その癒しを行ったのではないかと思います。人々は、パウロ達に、深く敬意を表し、船出のときには、わたしたちに必要な物を持って来てくれた。と書かれています。
承

パウロ達は、今度は、無理に出発せず、ここでしばらくじっとしています。11節には、3ヵ月後に、この島で冬を越していたアレクサンドリアの船に乗って出航した。ディオスクロイを船印とする船であった。と、書かれています。やはり乗った船は、エジプトのアレクサンドリアから来た穀物船の大きな船です。ですが、今度はディオスクロイを船印とする船であったと書かれています。このディオスクロイというのはゼウスの双子の神で、水夫達の守護神として信仰されてきました。この双子の神が船飾りとして、彫刻されていたのです。そしてこの船に乗って、シチリア島のレギオンに移ります。そして、イタリア半島のプテオリまで航行します。ちょっとこの辺の島の位置関係を確認しますと。マルタ島という名前は結構有名な観光地ですが、シチリア島の南９３Kmにある、地中海に浮かぶ小さな石灰岩の島です。今は、マルタ共和国という独立国ですが、人口は41万人で、食物も飲み水も輸入していると言う小さな国です。ですが、その歴史は相当に古く紀元前5000年ころから人が住んでいたと言われ、巨石文明の遺跡が残っています。そして、その隣のシチリア島はイタリア半島の長靴が蹴飛ばしているボールに当たる島です。そしてシチリア島のレギオンを出て、船が着いたプテオリはローマからは２００ｋｍ以上南にある貿易の盛んな港です。このような経路を通って、プテオリからは陸路でローマまでやってくるわけです。15節に
使 28:15　ローマからは、兄弟たちがわたしたちのことを聞き伝えて、アピイフォルムとトレス・タベルネまで迎えに来てくれた。パウロは彼らを見て、神に感謝し、勇気づけられた。と書かれています。
アピイフォルムはローマから６４ｋｍ、トレス・タベルネはローマから４５ｋｍ離れていました。兄弟たちが迎えに来てくれたと書かれていますが、この出迎えるという言葉は、将軍とか王様のを出迎えるときに使う言葉なのだそうです。パウロはこの遠いローマでも、自分達を喜んで大切に歓迎して、迎えてくれる兄弟たちがいることを知ってとても勇気付けられたのです。キリスト者は、自分の周囲に、目に見えない雲のように数多くの証人に囲まれていると言うことが言われますが、私達もまた、目に見えない雲のように数多くの証人に囲まれ、励まされて、この信仰生活を歩んでいるのだと言うことを覚えたいと思います。世界中どこへ行っても、この信仰の兄弟たちは居り、また目に見えなくとも雲のように証人に囲まれているのだと言うことを信じて生きたいと思います。
転
　パウロは、ついにローマに着きました。ですがいわゆる牢屋にではなく、一軒家に住み、そこに一人の監視の兵隊が付きました。ここでも、パウロは特別な待遇だったようです。着いて三日後には、ローマの信徒の主だった人々を招いて、パウロがどうして捕えられ、裁判に掛けられるようになったのかの説明をしました。パウロは人々に、自分は決して、裁かれるような罪を犯していないし、捕えたローマの総督もそう思っていたことを説明しました。そして釈放しようとさえしたが、ユダヤ人たちが反対したので、皇帝に上訴せざるを得なかったのだと説明しました。だから皆さんと会って、話をしたかったのだと話しました。するとユダヤ人たちは、こういいました。21節と22節です。
使 28:21　すると、ユダヤ人たちが言った。「私どもは、あなたのことについてユダヤから何の書面も受け取ってはおりませんし、また、ここに来た兄弟のだれ一人として、あなたについて何か悪いことを報告したことも、話したこともありませんでした。
使 28:22　あなたの考えておられることを、直接お聞きしたい。この分派については、至るところで反対があることを耳にしているのです。」
ローマのユダヤ人たちは、何も知らされてはいませんでした。エルサレムからは何も言ってこなかったのです。ですがローマの人々はいろいろなうわさを聞いていました。それはパウロたちが広めていると言う分派のことです。この時期は、キリスト教と言う新しい宗教と言うよりも、ユダヤ教の一分派として捕えられていました。その分派が、いたるところで、反対があることを耳にしていると言ったのです。それで、パウロの考えていることを直接聞かせて欲しいと願ったのでした。それで、新たに日を決めて、きちんと説明することになりました。その日、ユダヤ人達は大勢パウロの宿舎にやってきました。そしてパウロは朝から晩まで、聖書に基づいて一日中説明しました。イエスのことも説明しました。ですが、あるものは受け入れ、あるものは受け入れませんでした。そしてなかなか話が一致しないまま、最後にパウロはこういいました。25節から29節です。
使 28:25　彼らが互いに意見が一致しないまま、立ち去ろうとしたとき、パウロはひと言次のように言った。「聖霊は、預言者イザヤを通して、実に正しくあなたがたの先祖に、
使 28:26　語られました。『この民のところへ行って言え。あなたたちは聞くには聞くが、決して理解せず、／見るには見るが、決して認めない。
使 28:27　この民の心は鈍り、／耳は遠くなり、／目は閉じてしまった。こうして、彼らは目で見ることなく、／耳で聞くことなく、／心で理解せず、立ち帰らない。わたしは彼らをいやさない。』
使 28:28　だから、このことを知っていただきたい。この神の救いは異邦人に向けられました。彼らこそ、これに聞き従うのです。」
使 28:29　パウロがこのようなことを語ったところ、ユダヤ人たちは大いに論じ合いながら帰って行った。

パウロが最後に言ったのは、この神の救いは異邦人に向けられた。と言うことです。ここでも、同じことの繰り返しになってしまいました。パウロはどこへ行っても最初に、ユダヤ人たちに説明し、ユダヤ人達が受け入れないと、この救いは異邦人に向けられた。と言って、異邦人伝道に励むのでした。このことはパウロの徹底した姿勢でした。何度そのようにされても必ず、ユダヤ人から宣教を始めているのです。
　この使徒言行録の話は、聖霊行伝とも言われ、聖霊がどのようにパウロ達を導いていったか、ヨーロッパに広まったか、と言う観点から読まれます。そしてその中に二本の糸が寄り合わされるように、ユダヤ人がイエスを拒み、そして、異邦人がイエスを受け入れた、と言う話が繰り返し出てくるのです。そしてそれがローマでも繰り返されました。そしてそれがローマでも繰り返されたことを持って、使徒言行録は終わっているのです。ですから、ある意味で、この使徒言行録は、ユダヤ人がイエスを拒み、異邦人がイエスを受け入れた、と言うことの証しをする宣教物語と言ってもいいでしょう。そして最後に、30節です。
使 28:30　パウロは、自費で借りた家に丸二年間住んで、訪問する者はだれかれとなく歓迎し、
使 28:31　全く自由に何の妨げもなく、神の国を宣べ伝え、主イエス・キリストについて教え続けた。
と結んでいます。パウロはこの牢獄で、全く自由に、何の妨げも無く宣教活動を続けたのです。

これで使徒言行録は終わるのです。
結

パウロはこの牢獄の中に2年間住んでいました。牢獄と入っても、自分の借りた家に、自分の費用で生活していて、違うのは監視の兵隊がいたことだけでした。ですがこの牢獄から、パウロはフィリピの人々へ、エペソの人々へ、コロサイ人へ、ピレモンへと手紙を書きました。この牢獄での生活が無ければ、この新約聖書の大切な書簡の多くがなくなってしまうのです。またパウロは、孤軍奮闘ということも有りませんでした。出発の時にはルカとアリスタルコが同伴してくれました。そしてこのローマの牢獄では、テモテも、テキコもエパフロデトも、マルコもかわるがわるやってきてはパウロと一緒にいたのです。そしてパウロは、フィリピ1章の12節では、私の身に起こったことが、むしろ福音の前進に役立つようになったと言っています。パウロはどんなときにも宣教のことを忘れなかったのです。パウロにとって、この福音はそれほどすばらしいものなのです。
　この使徒言行録を最後まで読んで一番思うのは、パウロこそ文字通りのプロテスタントすなわち抵抗勢力であったと言うことです。既成の民族宗教的なユダヤ教に対抗して、普遍的な世界宗教へと作り上げていったプロテスタントです。実はこのプロテスタント魂は、キリスト教会内においても遺憾なく発揮されました。教会内は、実は大きく三つの勢力に分かれていました。第一の勢力はユダヤの律法を厳しく守ろうとする、イエスの兄弟ヤコブをリーダーとするグループです。すなわちユダヤ的キリスト教です。エルサレム教会はこの人たちによって守られていきました。第二の勢力はぺトロのグループです。ペトロは異邦人伝道に理解を示しつつも伝統的な律法遵守のヤコブ派に配慮を示し、イエスの弟である、ヤコブに遠慮をしていました。ぺトロは何とかみんなを丸く収めようとしましたが、だんだん影響力を失っていきます。ヤコブにもパウロにも理解を示しますが、パウロからは裏切り者と激しく非難されます。第三の勢力は、救いはただイエスキリストを信じる信仰によるとしたパウロです。パウロはユダヤの食事制限や割礼などのユダヤ的律法は守る必要が無いと主張しました。そして異邦人は異邦人のままで、信仰によって救われるとしました。すなわち異邦人的キリスト教です。パウロの宣教はこのように、既成のもの、内部のものと激しく戦いながら、勝ち取っていったものなのです。パウロの信仰は、その当時としてはキリスト教会の中でも先鋭的、異端的な信仰でした。そのために多くの問題をあちこちで起こしました。内部的にも起こしたのです。あの穏やかな慰めの子、バルナバとも決裂したのです。
ですが、それが普遍的な信仰となって、世界中にその信仰者を作り出し、本家のユダヤ教からはすっかり離れて、ついにはそれが正統的な信仰となったのです。それが今のキリスト教なのです。
私、個人的には、今のキリスト教が、パウロ的キリスト教であることは理解できますが、イエスが本来目指した信仰は何だったのかは未だにあまり明確では有りません。個人的には、漠然とイエスによって教会の岩と呼ばれそして、天国の鍵を預けられた、ペトロの信仰にその鍵があるように思っています。これで、使徒言行録を終わります。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様。

長い間、使徒言行録の学びを与えられ、そして最後まで供に学び祈るときを与えられ感謝いたします。

3月から始まったこの学びの集会でしたが、供に喜び集うことが出来、時が立つのを忘れるようでした。

あなたが、この場に供にいてくださり、私達を励まし、導いてくださったからだと思います。

何の無理も無く、苦しみも無く、ただこの日のために楽しんで準備し、喜んで集うことのできた幸いを感謝するものです。

また、新しくエフェソの信徒への手紙を学びますが、神学的な要素の強い箇所なので、うまく出来るかどうか心配です。

ですが、避けて通ることなく、この道を歩ませてください。

どうかまた、あなたの導きによって、解き明かすことができますように導いてください。

キリストにある恵みが豊かに与えられますように。

この世の一人ひとりの上に、どうかあなたの愛と慰めとがありますように。

私達一人ひとりが、どうかあなたに仕えるものであり、あなたのもとでひとつであることを知るものでありますように。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆マルタ島で
使 28:1　わたしたちが助かったとき、この島がマルタと呼ばれていることが分かった。
使 28:2　島の住民は大変親切にしてくれた。降る雨と寒さをしのぐためにたき火をたいて、わたしたち一同をもてなしてくれたのである。
使 28:3　パウロが一束の枯れ枝を集めて火にくべると、一匹の蝮が熱気のために出て来て、その手に絡みついた。
使 28:4　住民は彼の手にぶら下がっているこの生き物を見て、互いに言った。「この人はきっと人殺しにちがいない。海では助かったが、『正義の女神』はこの人を生かしておかないのだ。」
使 28:5　ところが、パウロはその生き物を火の中に振り落とし、何の害も受けなかった。
使 28:6　体がはれ上がるか、あるいは急に倒れて死ぬだろうと、彼らはパウロの様子をうかがっていた。しかし、いつまでたっても何も起こらないのを見て、考えを変え、「この人は神様だ」と言った。
使 28:7　さて、この場所の近くに、島の長官でプブリウスという人の所有地があった。彼はわたしたちを歓迎して、三日間、手厚くもてなしてくれた。
使 28:8　ときに、プブリウスの父親が熱病と下痢で床についていたので、パウロはその家に行って祈り、手を置いていやした。
使 28:9　このことがあったので、島のほかの病人たちもやって来て、いやしてもらった。
使 28:10　それで、彼らはわたしたちに深く敬意を表し、船出のときには、わたしたちに必要な物を持って来てくれた。
◆ローマ到着
使 28:11　三か月後、わたしたちは、この島で冬を越していたアレクサンドリアの船に乗って出航した。ディオスクロイを船印とする船であった。
使 28:12　わたしたちは、シラクサに寄港して三日間そこに滞在し、
使 28:13　ここから海岸沿いに進み、レギオンに着いた。一日たつと、南風が吹いて来たので、二日でプテオリに入港した。
使 28:14　わたしたちはそこで兄弟たちを見つけ、請われるままに七日間滞在した。こうして、わたしたちはローマに着いた。
使 28:15　ローマからは、兄弟たちがわたしたちのことを聞き伝えて、アピイフォルムとトレス・タベルネまで迎えに来てくれた。パウロは彼らを見て、神に感謝し、勇気づけられた。
使 28:16　わたしたちがローマに入ったとき、パウロは番兵を一人つけられたが、自分だけで住むことを許された。
◆パウロ、ローマで宣教する
使 28:17　三日の後、パウロはおもだったユダヤ人たちを招いた。彼らが集まって来たとき、こう言った。「兄弟たち、わたしは、民に対しても先祖の慣習に対しても、背くようなことは何一つしていないのに、エルサレムで囚人としてローマ人の手に引き渡されてしまいました。
使 28:18　ローマ人はわたしを取り調べたのですが、死刑に相当する理由が何も無かったので、釈放しようと思ったのです。
使 28:19　しかし、ユダヤ人たちが反対したので、わたしは皇帝に上訴せざるをえませんでした。これは、決して同胞を告発するためではありません。
使 28:20　だからこそ、お会いして話し合いたいと、あなたがたにお願いしたのです。イスラエルが希望していることのために、わたしはこのように鎖でつながれているのです。」
使 28:21　すると、ユダヤ人たちが言った。「私どもは、あなたのことについてユダヤから何の書面も受け取ってはおりませんし、また、ここに来た兄弟のだれ一人として、あなたについて何か悪いことを報告したことも、話したこともありませんでした。
使 28:22　あなたの考えておられることを、直接お聞きしたい。この分派については、至るところで反対があることを耳にしているのです。」
使 28:23　そこで、ユダヤ人たちは日を決めて、大勢でパウロの宿舎にやって来た。パウロは、朝から晩まで説明を続けた。神の国について力強く証しし、モーセの律法や預言者の書を引用して、イエスについて説得しようとしたのである。
使 28:24　ある者はパウロの言うことを受け入れたが、他の者は信じようとはしなかった。
使 28:25　彼らが互いに意見が一致しないまま、立ち去ろうとしたとき、パウロはひと言次のように言った。「聖霊は、預言者イザヤを通して、実に正しくあなたがたの先祖に、
使 28:26　語られました。『この民のところへ行って言え。あなたたちは聞くには聞くが、決して理解せず、／見るには見るが、決して認めない。
使 28:27　この民の心は鈍り、／耳は遠くなり、／目は閉じてしまった。こうして、彼らは目で見ることなく、／耳で聞くことなく、／心で理解せず、立ち帰らない。わたしは彼らをいやさない。』
使 28:28　だから、このことを知っていただきたい。この神の救いは異邦人に向けられました。彼らこそ、これに聞き従うのです。」
使 28:29　パウロがこのようなことを語ったところ、ユダヤ人たちは大いに論じ合いながら帰って行った。

使 28:30　パウロは、自費で借りた家に丸二年間住んで、訪問する者はだれかれとなく歓迎し、
使 28:31　全く自由に何の妨げもなく、神の国を宣べ伝え、主イエス・キリストについて教え続けた。
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